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おいて、 4種類のヒアルロニダーゼ遺伝子 (nagH/lグiK)の発現が減少し、シアリダーゼ遺伝子 (nanl)、パー
フリンゴリジン遺伝子 (pfoA)及びフォスフォリバーゼ C遺伝子 (tlc)の発現が上昇した。プラスミドに








本研究の結果より、ウェルシュ菌 VR-RNAによる colA遺伝子発現制御機構及び、 CPE1447田CPE1446複合
体による毒素遺伝子調節が明らかとなった。特に、これまでに、 sRNAがプロセシングを誘導し、標的遺伝
子の ηlRNAの安定性を増加させる例は報告されておらず、 VR-RNAによる coLA発現制御は、新規の sRNA
による遺伝子発現制御機構であると考えられ、この分野における非常に意義深い発見であるといえる。本研
究によって、 sRNAによる遺伝子発現制御機構及び病原細菌における病原因子の調節に関する新たな知見が
得られたと考えられる。
審査の結果の要旨
病原細菌の感染及び生存において、環境に応答した素早い遺伝子発現制御は必須であり、病原性の理解と
いう観点から、そのような機構の解析は重要な課題である。生体内における遺伝子発現制御では、従来の
DNA結合性タンパク質因子のみならず、低分子 RNAも重要な役割を果たしており、これらの個加の因子の
機能解析が病原性制御ネットワークの理解に必須である。本論文によって、病原細菌であるウェルシュ菌に
おける低分子RNA、1呪長NAによる、新規の毒素遺伝子発現制御メカニズムが明らかとなり、また、新規
毒素制御タンパク質複合体が同定された。これらの発見は、 RNAによる遺伝子発現制御機構の解明及び病
原細菌における遺伝子発現制御ネットワークの解明に多大に寄与することが期待される。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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